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　　　　　　　　　　　巻頭言
く 日本にも ア ス トロパイオ ロ．ジー の 受け皿 を 〉

　 ア ス トロ バ イ オ ロ ジー
（Astrobiology）＊ は 、 1990年代後半 に NASA に よ り創案 された新語

で あ り，地球お よ び地球 外 にお ける生 命の 起源 ・進化 ・分布 と未来 を研 究す る 学 問領域

と 定義 されて い る ．類 似の こ とば と して は
， 圏外生物学（Exobiology）が 1960年代 よ り使わ

れ て お り， 特 に ヨ ー ロ ッ パ で は こ の こ とば へ の 愛着が強 か っ たが ， 最近は ヨ
ー

ロ ッ パ で も

「ア ス トロ バ ィオ ロ ジー
」が 盛 ん に使わ れ 出 して い る ．（・ 直訳す る と 「宇宙生 物学 」で ある

が ， 日本で は 宇宙生物学と い うと微小 重力生物学 を主 とする 分野の イ メ ージが強い ．）

　 NASA は こ の ア ス ト ロ バ イ オ ロ ジーを今後の 活動の 大 き な柱 と して 打 ち出 し た ．これ

は
， 惑星探査の 主要 な 目的が ， 宇宙 ・惑星 ・生 命 と い っ た われ われの ル ーッ を探 る こ と

で あ り， また納 税者 べ の 説 明 に も 「宇宙生 命」 の キー
ワ
ー

ドが 有効 と考 え られ る た め と

考 え ら れ る ．そ して 1998年 よ り ， 建 物 の な い 新 方式 の 厂バ ーチ ャ ル 研 究 所 」， NASA

Astrobiology　 Institute（NAI ）を設立 し， 11の 研究 グ ル
ー

プ を選定 した．現在は ，15の 研究

グ ル ープに拡 大 さ れ ，
バ ジ ェ ッ トも当初 の 4 倍 にふ くれ て い る ．

　ア ス トロ バ イ オ ロ ジーの 研究範 囲 は極め て 広 く ， 生命の 起 源 ・進化 に 直接関 わる研究

に加 え，初期 地球 や火 星 ・エ ウ ロ バ な ど の 惑 星環境 の 変遷 と い っ た 惑星 科学の 中心的課

題 ， さ らに は 極限環境生 物学な ど多岐 に の ぼ る． また ，近年活発化 して い る太陽系外 惑

星 の 探査 も ， 次 の ス テ ッ プ と して は生 命の 存 在可能な惑星 の 検 出 へ と向か うで あ ろ う．

天文学者 の 組織する生物天 文学（Bioastronomy）グ ル
ー

プ と ア ス ト ロ バ イオ ロ ジ ーとの 連携

も期待 される ．

　NAI は 米 国内の 組 織 で は あ るが
，

1999年 以 降 ， 海外の 機関 との 連携 も始 ま っ た ．現在

は 、 フ ラン ス の Groupement　de　Recherche　en 　Exobiologie ， イギ リ ス の UK 　Astrobiology

Forum 　and 　Network ，ス ペ イ ン の Centro　de　Astrobiologia
， オ ー

ス トラ リア の Australian

Centre　for　Astrobiologyが 公 式 の 連携機関で あ るが ， 他の ヨ ー
ロ ッ パ 諸国で も ，

　 ESA を通

した連携が 可能で ある ．

　で は 日本 で は どうか ． 日本 に は ア ス トロ バ イオ ロ ジ ー関連 テ
ー

マ の 研究者は 少 な くな

く ， 特 に生 命の 起源に 関 して は ， 欧米 に は ない 生命の 起 源の 国 内学会 （会員 は 200 余名

を数える ） を有す る． しか し ， アス ト ロ バ イオ ロ ジ ーを看板 に もつ 大学 の 研究 室 や 研究

所は 皆無 で あ る． い わん や ， 公式の ア ス トロ バ イオ ロ ジ
ー

機関は存在 せ ず ， NAI と の 連

携 もはか れな い 状態 で あ る ．再 来年の 宇 宙機 関の 統 合 に よ る新 しい 組 織の 下 で ，是非 と

．
もア ス ト ロ バ イオ ロ ジ ーの 窓 口 の 設立 を望み た い ．その ため に は ， 日本の 惑星科 学研究

の 中核 で ある 日本惑星科学 会の 果 たす役割が 期待 され る．
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